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4 健康
かなん21（第

二

次
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い
き
いき
と　
　　　　　　　　　　　　　

　

　
　
　
　
　

　　

　
　
健

康
で
長生
きを
！

 　
  ～
身体
活動・運動～

が
難
し
く
て
も
、
日
々
の
生
活
の
中
で
今

よ
り
10
分
多
く
身
体
を
動
か
す
（
＝
＋

10
）
だ
け
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
歩
幅
を
広
く
し
て

速
く
歩
く
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト

レ
ッ
チ
、
車
は
や
め
て
徒
歩
や
自
転
車
で

移
動
な
ど
。
10
分
歩
く
＝
１
，
０
０
０
歩

に
相
当
し
30
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
（
ク
ッ
キ
ー

１
枚
相
当
）
の
消
費
に
な
り
ま
す
。＋
10

の
積
み
重
ね
は
健
康
へ
の
第
一
歩
で
す
ね
。

　
ま
た
、
最
も
手
軽
で
と
り
い
れ
や
す
い

運
動
の
一
つ
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
道

具
も
い
ら
ず
お
金
も
か
か
ら
な
い
、
自
分

の
空
い
た
時
間
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
有
酸
素
運
動
で
す
。
町
内
に
も
た
く
さ

ん
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
の

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
以
前
、
広
報
で

も
紹
介
し
た
「
て
く
て
く
か
な
ん
」
や

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
大
阪
」
の
コ
ー
ス
は
、

河
南
町
の
歴
史
や
四
季
折
々
の
情
景
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
歩
い

て
み
て
は
？

　
身
体
活
動
や
運
動
に
は
、
高
血
圧
症
・

糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
お
よ
び
改
善
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
爽
快

感
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
生
活
の
質
の

改
善
に
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
現
状
は
、「
週
２
回
以
上
」
ま
た

は
「
時
々
し
て
い
る
」
な
ど
、
意
識
的

に
運
動
を
心
が
け
て
い
る
人
の
割
合
は
、

男
性
の
方
が
高
く
、
女
性
は
46
％
と
半

数
以
下
で
、
運
動
し
て
い
な
い
理
由
の

多
く
が
「
時
間
に
余
裕
が
な
い
か
ら
」

で
し
た
。（
健
康
か
な
ん
21
健
康
・
生
活
実
態
調
査
よ
り
）

　
運
動
す
る
時
間
を
特
別
確
保
す
る
の

　
骨
や
関
節
の
病
気
、
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
能
力
の
低
下
に
よ
り
転
倒
・
骨
折
し

や
す
く
な
る
こ
と
で
、
自
立
し
た
生
活

が
で
き
な
く
な
り
介
護
が
必
要
と
な
る

危
険
性
が
高
い
状
態
の
こ
と
を
「
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症

候
群
）」
と
い
い
ま
す
。
予
防
に
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス
ク

ワ
ッ
ト
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
な
ど

が
効
果
的
で
す
。
百
歳
体
操
は
少
し
重

り
を
つ
け
運
動
す
る
た
め
、
筋
力
の
維

持
や
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
良
し
、
み
ん
な
で
声

を
か
け
合
い
始
め

る
も
良
し
、
自
分

が
無
理
な
く
で
き

る
運
動
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
管
理
係
（
か
な
ん
ぴ
あ
内
）

4

▲町内の移動に大変便利です。運行ルート
や時刻表などは、町ホームページまたは利
用ガイドをご覧ください。

■町の人口（平成 28年２月 29 日現在）
 15,833 人
前年同月より 151 人減
　男　7,712 人
　女　8,121 人

■世帯数　　
　6,379 世帯
■町の面積　
　25.26 ㎢

編
集
後
記

編
集
後
記
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▽
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
河
南
町

が
誕
生
し
、
今
年
で
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。
節
目
の
年
を
記
念
し
て
、

平
成
28
年
度
の
一
年
間
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
を
行
う
予
定
で

す
。
こ
れ
に
先
駆
け
て
募
集
し
て

い
た
、
60
周
年
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
表
紙
と
14

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▽
今
月
、
４
月
号
は
施
政
運
営
方

針
や
予
算
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
な

ど
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

河
南
町
の
こ
と
を
知
り
、「
住
み
た

い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と

皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
魅

力
あ
る「
河
南
町
」に
な
っ
て
い
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
か
な

ん
で
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

身
近
な
場
所
で
、
身
体
活
動
・
運
動
が

楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ず
は
＋
10
（
プ
ラ
ス
テ
ン
）

を
意
識
し
て
み
よ
う

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

ご利用ください！
地域公共交通

 

北部・南部
循環バス

山手路線
（タクシー車両）
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平成28年度　施政運営方針要旨
　武田勝玄町長は、３月定例議会で平成 28 年度の施政運営方針
を発表しました。
　住民の皆さまとの協働のもと、「住みたいまち、住み続けたい
まち」の実現に取り組んでまいります。

たけ  だ よしはる

は
じ
め
に

平成28年度　施政運営方針要旨

　
平
成
27
年
10
月
の
国
勢
調
査
速
報

値
が
、こ
の
２
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
人
口
は
、
１
６
，
１
９
１
人
で
、

前
回
調
査（
平
成
22
年
）と
比
べ
ま
す

と
、８
４
９
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
減

少
時
代
の
真
っ
た
だ
な
か
で
、
基
礎

自
治
体
は
、
自
分
た
ち
の
未
来
を
自

分
た
ち
の
創
意
工
夫
で
切
り
拓
く
、

意
欲
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て「
活
力
あ
る
日
本
社
会
」を
維

持
す
る
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
が
平
成
26
年
12
月

に
策
定
さ
れ
、「
地
方
創
生
」の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
お

い
て
、
強
い
経
済
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
特
に
地
方

創
生
に
関
す
る
喫
緊
の
重
要
課
題
に

対
し
て
は
、
平
成
27
年
度
の
補
正
予

算
と
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
国
の
取
り
組
み
に
合

わ
せ
た
地
方
創
生
に
挑
戦
し
て
お
り
、

特
に
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、

長
年
の
懸
案
で
あ
る
地
域
公
共
交
通

充
実
に
向
け
た
循
環
バ
ス
の
実
証
運

行
の
ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
を
通
じ
た
地
域
産

品
の
発
掘
、
第
3
子
以
降
の
幼
稚
園

お
よ
び
保
育
園
の
保
育
料
無
償
化
、

第
２
子
の
半
額
補
助
な
ど
に
誠
意
取

り
組
ん
だ
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、住
民
、事
業
者
、関
係
機
関
、

行
政
な
ど
の
知
恵
を
結
集
し
、
創
意

工
夫
に
よ
っ
て
地
方
創
生
に
挑
戦
し
、

皆
さ
ま
に「
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
よ
り
一
層

意
欲
あ
る
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　
新
規
施
策
お
よ
び
重
点
的
に
取
り

組
む
施
策
を
中
心
に
、
第
四
次
総
合

計
画
の
将
来
像「
豊
か
な
自
然
と
文
化

　
と
も
に
創
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気

な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
き
ま
し
て
、
総
合
計
画
の
施
策

体
系
を
ふ
ま
え
、
当
初
予
算
と
一
体

で
編
成
す
る
前
年
度
３
月
補
正
予
算

の
内
容
を
含
め
て
紹
介
し
ま
す
。

■
国
際
交
流
の
推
進

・
英
語
指
導
助
手
の
配
置（
小
学
校
に

　
２
人
、
中
学
校
に
１
人
）

・
中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の
実

　
施

■
生
涯
学
習
の
支
援

・
中
央
公
民
館
や
同
図
書
室
の
移
転

　
に
向
け
た
実
施
設
計

■
歴
史
的
風
土
の
継
承

○新
て
く
て
く
か
な
ん
出
版
事
業

　
☝
広
報
紙
で
連
載
し
て
い
た「
て
く

　
　
て
く
か
な
ん
」を
ま
と
め
た
冊
子

　
　
と
カ
ル
タ
を
作
成

○新
文
化
財
保
存
事
業

　
☝
出
土
品
の
保
存
処
理
や
文
化
財

　
　
地
図
の
作
成

■
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　活
動
の
推
進

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
お
よ
び
ス
ポ
ー

　
ツ
教
室
な
ど
の
開
催

○新
体
育
施
設
整
備
事
業

　
☝
総
合
体
育
館
の
屋
上
防
水
な
ど

　
　
の
実
施
設
計
、
非
常
用
照
明
灯

　
　
の
L
E
D
化

■
情
報
化
の
推
進

○新
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
配
信
事
業

　
☝「
河
南
町
の
カ
ナ
ち
ゃ
ん
」を
活

　
　
用
し
た
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
を

　
　
作
成
・
配
信

■
心
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

○新
３
世
代
同
居
・
近
居
支
援
事
業

　
☝
親
世
帯
と
同
居
・
近
居
す
る
場

　
　
合
に
、
住
宅
取
得
・
リ
フ
ォ
ー

　
　
ム
費
用
の
一
部
を
助
成

○新
地
区
集
会
所
の
改
修

　
☝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で

　
　
あ
る
地
区
集
会
所
の
公
共
下
水

　
　
道
へ
の
接
続
や
屋
上
防
水
改
修

　
　
工
事

■
子
育
て
支
援
の
充
実

○新
第
2
子
以
降
の
保
育
料
を
完
全
無

　
償
化

　
☝
第
2
子
以
降
の
子
ど
も
に
つ
い

　
　
て
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
育

　
　
料
を
完
全
無
償
化

・
多
様
な
保
育
の
実
施

　
☝
延
長
保
育
や
病
後
児
保
育
、
障

　
　
が
い
児
保
育
な
ど

○新
認
定
こ
ど
も
園
化
に
向
け
た
取
り

　
組
み

　
☝
石
川
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園

　
　
化
に
向
け
、
園
舎
改
修
の
実
施

　
　
設
計
や
運
営
法
人
選
定

○新
子
育
て
に
関
す
る
利
用
者
支
援
相

　
談
員
を
配
置

・
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

　
☝
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
お
や
こ
園
）

　
　
を
中
核
に
、
親
子
の
交
流
促
進
、

　
　
子
育
て
教
室
、
遊
び
の
教
室
、

　
　
育
児
相
談
な
ど
を
実
施

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
各
小
学
校
区

　
４
ク
ラ
ブ
）の
運
営
支
援

・
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
河
南（
子

　
育
て
に
関
す
る
地
域
協
議
会
）の
運

　
営
へ
の
支
援

・
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

・
小
児
救
急
医
療
の
実
施

○新
母
子
保
健
事
業（
特
定
不
妊
治
療
助

　
成
）

　
☝
特
定
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担

　
　
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
不
妊
治

　
　
療
助
成（
大
阪
府
助
成
対
象
の
治

　
　
療
１
回
に
つ
き
５
万
円
を
限
度

　
　
に
助
成
）

○拡
母
子
保
健
事
業（
妊
婦
健
診
、
育

　
児
相
談
、
各
種
教
室
の
実
施
）

　
☝
妊
婦
無
料
歯
科
健
診
の
対
象
を

　
　
妊
産
婦
に
拡
充

■
教
育
の
充
実

・
少
子
化
に
伴
う
小
学
校
の
適
正
規

　
模
お
よ
び
適
正
配
置
に
向
け
た
取

　
り
組
み

○新
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定

　
☝
中
学
2
年
生
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ

　
　
ア
防
災
検
定
を
実
施

○新
中
学
校
の
学
校
図
書
館
に
司
書
を

　
配
置

　
☝
司
書
を
活
用
し
た
国
語
力
な
ど

　
　
学
力
の
向
上

■
家
庭
と
地
域
に
お
け
る
教
育
機
能

　
の
充
実

・
C
A
P（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
）

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
施

■
高
齢
者
福
祉
の
充
実

○新
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

　
☝
福
祉
の
課
題
を
多
職
種
協
働
に

　
　
よ
り
解
決
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

　
　
ワ
ー
ク
づ
く
り

○新
地
域
に
お
け
る
在
宅
医
療
・
介
護

　
連
携
の
推
進

○新
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
事

　
業

　
☝
地
域
支
え
合
い
推
進
員
お
よ
び

　
　
協
議
体
の
設
置

■
障
が
い
者（
児
）福
祉
の
充
実

・
障
が
い
者（
児
）の
日
常
生
活
の
自

　
立
支
援（
自
立
支
援
給
付
、
ガ
イ
ド

　
ヘ
ル
プ
や
日
中
一
次
支
援
な
ど
の

　
地
域
生
活
支
援
）

■
保
健
・
医
療
の
充
実

・
特
定
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診

　
な
ど
の
実
施

・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

○新
国
民
健
康
保
険
料
納
付
環
境
整
備

　
事
業

　
☝
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー

　
　
ビ
ス
の
実
施
に
よ
り
、
税
や
国

　
　
民
健
康
保
険
料
の
口
座
振
替
手

　
　
続
き
を
簡
素
化

■
災
害
・
危
機
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
の
推
進

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援

・
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

○新
移
動
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備

　
☝
衛
星
携
帯
電
話
に
代
え
て
、
各

　
　
地
区
な
ど
に
移
動
系
無
線
を
整

　
　
備

・
地
域
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

・
避
難
所
に
標
示
板
を
設
置

○拡
各
地
区
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

　
る
費
用
の
補
助

　
☝
各
地
区
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用

　
　
助
成
に
加
え
て
、
新
た
に
電
気

　
　
代
を
助
成

・
町
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

・
地
域
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
育

　
成
支
援
事
業

・
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

　
る
防
犯

■
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

○新
河
南
分
署
の
改
修

・
フ
ァ
イ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
、
フ
ァ
イ
ア
・

　
チ
ャ
イ
ル
ド
の
活
動

■
消
費
者
保
護
と
雇
用
対
策
の
充
実

・
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
能
力
開
発

　
講
座
な
ど
の
就
労
支
援

平
成
28
年
度
の
取
り
組
み

平
成
28
年
度
の
取
り
組
み

河南町のカナちゃん

「
一
人
ひ
と
り
が

　
　
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

「
一
人
ひ
と
り
が

　
　
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

「
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

「
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
し
て

　  

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
し
て

　  

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
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平成28年度　施政運営方針要旨
　武田勝玄町長は、３月定例議会で平成 28 年度の施政運営方針
を発表しました。
　住民の皆さまとの協働のもと、「住みたいまち、住み続けたい
まち」の実現に取り組んでまいります。

たけ  だ よしはる

は
じ
め
に

平成28年度　施政運営方針要旨

　
平
成
27
年
10
月
の
国
勢
調
査
速
報

値
が
、こ
の
２
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
人
口
は
、
１
６
，
１
９
１
人
で
、

前
回
調
査（
平
成
22
年
）と
比
べ
ま
す

と
、８
４
９
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
減

少
時
代
の
真
っ
た
だ
な
か
で
、
基
礎

自
治
体
は
、
自
分
た
ち
の
未
来
を
自

分
た
ち
の
創
意
工
夫
で
切
り
拓
く
、

意
欲
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て「
活
力
あ
る
日
本
社
会
」を
維

持
す
る
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
が
平
成
26
年
12
月

に
策
定
さ
れ
、「
地
方
創
生
」の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
お

い
て
、
強
い
経
済
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
特
に
地
方

創
生
に
関
す
る
喫
緊
の
重
要
課
題
に

対
し
て
は
、
平
成
27
年
度
の
補
正
予

算
と
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
国
の
取
り
組
み
に
合

わ
せ
た
地
方
創
生
に
挑
戦
し
て
お
り
、

特
に
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、

長
年
の
懸
案
で
あ
る
地
域
公
共
交
通

充
実
に
向
け
た
循
環
バ
ス
の
実
証
運

行
の
ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
を
通
じ
た
地
域
産

品
の
発
掘
、
第
3
子
以
降
の
幼
稚
園

お
よ
び
保
育
園
の
保
育
料
無
償
化
、

第
２
子
の
半
額
補
助
な
ど
に
誠
意
取

り
組
ん
だ
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、住
民
、事
業
者
、関
係
機
関
、

行
政
な
ど
の
知
恵
を
結
集
し
、
創
意

工
夫
に
よ
っ
て
地
方
創
生
に
挑
戦
し
、

皆
さ
ま
に「
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
よ
り
一
層

意
欲
あ
る
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　
新
規
施
策
お
よ
び
重
点
的
に
取
り

組
む
施
策
を
中
心
に
、
第
四
次
総
合

計
画
の
将
来
像「
豊
か
な
自
然
と
文
化

　
と
も
に
創
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気

な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
き
ま
し
て
、
総
合
計
画
の
施
策

体
系
を
ふ
ま
え
、
当
初
予
算
と
一
体

で
編
成
す
る
前
年
度
３
月
補
正
予
算

の
内
容
を
含
め
て
紹
介
し
ま
す
。

■
国
際
交
流
の
推
進

・
英
語
指
導
助
手
の
配
置（
小
学
校
に

　
２
人
、
中
学
校
に
１
人
）

・
中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の
実

　
施

■
生
涯
学
習
の
支
援

・
中
央
公
民
館
や
同
図
書
室
の
移
転

　
に
向
け
た
実
施
設
計

■
歴
史
的
風
土
の
継
承

○新
て
く
て
く
か
な
ん
出
版
事
業

　
☝
広
報
紙
で
連
載
し
て
い
た「
て
く

　
　
て
く
か
な
ん
」を
ま
と
め
た
冊
子

　
　
と
カ
ル
タ
を
作
成

○新
文
化
財
保
存
事
業

　
☝
出
土
品
の
保
存
処
理
や
文
化
財

　
　
地
図
の
作
成

■
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　活
動
の
推
進

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
お
よ
び
ス
ポ
ー

　
ツ
教
室
な
ど
の
開
催

○新
体
育
施
設
整
備
事
業

　
☝
総
合
体
育
館
の
屋
上
防
水
な
ど

　
　
の
実
施
設
計
、
非
常
用
照
明
灯

　
　
の
L
E
D
化

■
情
報
化
の
推
進

○新
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
配
信
事
業

　
☝「
河
南
町
の
カ
ナ
ち
ゃ
ん
」を
活

　
　
用
し
た
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
を

　
　
作
成
・
配
信

■
心
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

○新
３
世
代
同
居
・
近
居
支
援
事
業

　
☝
親
世
帯
と
同
居
・
近
居
す
る
場

　
　
合
に
、
住
宅
取
得
・
リ
フ
ォ
ー

　
　
ム
費
用
の
一
部
を
助
成

○新
地
区
集
会
所
の
改
修

　
☝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で

　
　
あ
る
地
区
集
会
所
の
公
共
下
水

　
　
道
へ
の
接
続
や
屋
上
防
水
改
修

　
　
工
事

■
子
育
て
支
援
の
充
実

○新
第
2
子
以
降
の
保
育
料
を
完
全
無

　
償
化

　
☝
第
2
子
以
降
の
子
ど
も
に
つ
い

　
　
て
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
育

　
　
料
を
完
全
無
償
化

・
多
様
な
保
育
の
実
施

　
☝
延
長
保
育
や
病
後
児
保
育
、
障

　
　
が
い
児
保
育
な
ど

○新
認
定
こ
ど
も
園
化
に
向
け
た
取
り

　
組
み

　
☝
石
川
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園

　
　
化
に
向
け
、
園
舎
改
修
の
実
施

　
　
設
計
や
運
営
法
人
選
定

○新
子
育
て
に
関
す
る
利
用
者
支
援
相

　
談
員
を
配
置

・
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

　
☝
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
お
や
こ
園
）

　
　
を
中
核
に
、
親
子
の
交
流
促
進
、

　
　
子
育
て
教
室
、
遊
び
の
教
室
、

　
　
育
児
相
談
な
ど
を
実
施

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
各
小
学
校
区

　
４
ク
ラ
ブ
）の
運
営
支
援

・
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
河
南（
子

　
育
て
に
関
す
る
地
域
協
議
会
）の
運

　
営
へ
の
支
援

・
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

・
小
児
救
急
医
療
の
実
施

○新
母
子
保
健
事
業（
特
定
不
妊
治
療
助

　
成
）

　
☝
特
定
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担

　
　
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
不
妊
治

　
　
療
助
成（
大
阪
府
助
成
対
象
の
治

　
　
療
１
回
に
つ
き
５
万
円
を
限
度

　
　
に
助
成
）

○拡
母
子
保
健
事
業（
妊
婦
健
診
、
育

　
児
相
談
、
各
種
教
室
の
実
施
）

　
☝
妊
婦
無
料
歯
科
健
診
の
対
象
を

　
　
妊
産
婦
に
拡
充

■
教
育
の
充
実

・
少
子
化
に
伴
う
小
学
校
の
適
正
規

　
模
お
よ
び
適
正
配
置
に
向
け
た
取

　
り
組
み

○新
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定

　
☝
中
学
2
年
生
を
対
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に
ジ
ュ
ニ

　
　
ア
防
災
検
定
を
実
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○新
中
学
校
の
学
校
図
書
館
に
司
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を

　
配
置

　
☝
司
書
を
活
用
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国
語
力
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ど

　
　
学
力
の
向
上

■
家
庭
と
地
域
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け
る
教
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能

　
の
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実

・
C
A
P（
子
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へ
の
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力
防
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事
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の
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高
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者
福
祉
の
充
実
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地
域
ケ
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く
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在
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携
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支
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の
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取
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く
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て

　  

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
し
て

　  

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

3 2



結
び
に

平成28年度　施政運営方針要旨

　
　
こ
れ
は
十
九
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
の
作

家
ア
ミ
ー
チ
ス
氏
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た『
ク

オ
レ
』（
愛
の
学
校
）の
中
の
一
編
で
す
。
物

語
は
一
少
年
の
手
記
の
形
で
書
か
れ
て
い

ま
す
。
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
る
日
の
夕
、
新
聞
を
読
ん
で
い
た
父

が
突
然
言
い
ま
し
た
。「
小
学
校
の
時
、
教

え
て
い
た
だ
い
た
ク
ロ
セ
テ
ィ
先
生
が
永

年
勤
続
で
表
彰
を
お
受
け
に
な
る
そ
う
だ
。

長
い
間
、
お
目
に
か
か
っ
て
い
な
い
。
ぜ

ひ
お
会
い
し
た
い
も
の
だ
。」

　
お
住
ま
い
は
、
汽
車
で
一
時
間
ば
か
り

の
所
で
、
そ
の
日
、
父
は
私
を
同
伴
し
ま

し
た
。
汽
車
の
中
で
、
父
は
ク
ロ
セ
テ
ィ

先
生
の
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
私
が
い
た
ず
ら
を
し
て
も
、
先
生
は『
君

は
い
い
子
な
ん
だ
』と
言
っ
て
、
優
し
く
諭

さ
れ
た
。『
決
し
て
、
頭
か
ら
怒
っ
た
り
は

さ
れ
な
か
っ
た
。』と
。

　
汽
車
が
駅
に
つ
き
ま
し
た
。
駅
で
教
え

ら
れ
た
道
を
辿
っ
て
行
く
と
、
父
の
足
が

突
然
止
ま
り
ま
し
た
。
向
こ
う
か
ら
一
人

の
老
人
が
杖
を
つ
い
て
や
っ
て
来
る
の
が

見
え
た
の
で
す
。

「
先
生
だ
ッ
」そ
う
言
っ
て
父
は
歩
み
を
速

■
快
適
な
道
路
の
整
備

○拡
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

　
☝
大
阪
南
部
高
速
道
路
事
業
化
促

　
　
進
協
議
会
の
活
動
、
国
道
３
０

　
　
９
号
の
整
備
促
進

○新
平
石
ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

　
☝
平
石
ト
ン
ネ
ル
の
詳
細
調
査
　

　
　
お
よ
び
補
修
設
計

■
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

・
か
な
ん
公
共
交
通
活
性
化
事
業

　
☝
循
環
バ
ス
・
山
手
路
線
の
実
証

　
　
運
行（
平
成
28
年
2
月
か
ら
1
年

　
　
間
）

○新
地
域
公
共
交
通
調
査
検
討
事
業

　
☝
ア
ン
ケ
ー
ト
や
乗
降
デ
ー
タ
な

　
　
ど
を
基
に
分
析
を
行
い
、
運
行

　
　
内
容
の
見
直
し
な
ど
を
検
討

■
安
定
し
た
水
の
供
給

・
上
水
道
施
設
の
改
良
事
業

　
☝
大
宝
高
区
配
水
池
の
改
修
、
緊

　
　
急
遮
断
弁
の
設
置

○新
会
計
統
合
事
業

　
☝
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
水

　
　
道
事
業
会
計
へ
ソ
フ
ト
統
合
す

　
　
る
調
査
・
移
行
業
務
を
実
施

■
下
水
道
の
整
備

・
汚
水
管
き
ょ
整
備
事
業

　
☝
中
・
馬
谷
・
芹
生
谷
地
区
の
公

　
　
共
下
水
道
整
備
を
推
進

・
下
水
道
長
寿
命
化
事
業

　
☝
大
宝
地
域
に
お
い
て
老
朽
汚
水

　
　
管
の
更
生
お
よ
び
布
設
替
え

○新
公
営
企
業
会
計
導
入
事
業

　
☝
経
営
基
盤
の
強
化
と
財
政
マ
ネ

　
　
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
る
た
め
、

　
　
公
営
企
業
会
計
制
度
の
導
入

■
交
通
安
全
対
策
の
充
実

・ 

Ｚ
ｏ
ｎ
ｅ
30
の
推
進

・
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
か
な
ん
事
業
の

　
推
進

れ
ま
し
た
。
父
は
そ
れ
を
取
り
上
げ「
先
生

は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
ま
で
、
保
管
し
て

下
さ
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。」

　
う
な
ず
か
れ
る
先
生
の
前
で
、
そ
の
用

紙
に
目
を
通
し
て
い
た
父
は
、
私
の
手
に

そ
れ
を
渡
し
て
、「
こ
れ
は
ね
、
お
父
さ
ん

の
作
文
な
ん
だ
。
お
母
さ
ん
が
、
字
の
誤

り
な
ど
直
さ
れ
て
先
生
に
お
渡
し
し
た
も

の
な
ん
だ
。
終
り
の
一
行
は
、
私
が
疲
れ

て
眠
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
お
母
さ
ん
が
私

の
字
を
真
似
て
書
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
ん

だ
。」そ
う
話
し
な
が
ら
、
父
は
ハ
ン
カ
チ

で
眼
を
ぬ
ぐ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
父
の
様
子
を
見
つ
め
て
お
ら
れ

た
先
生
は
、別
の
紙
束
を
広
げ
ら
れ
て
、「
こ

れ
は
、
生
徒
達
の
成
績
表
な
ん
で
す
。
こ

れ
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
あ
の
頃
の
子
ど

も
達
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
賢
い
子

も
い
た
ず
ら
っ
子
も
み
ん
な
可
愛
い
子
ど

も
達
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
中
に
は
亡
く

な
っ
た
子
も
い
る
の
で
す
。」

　
そ
う
語
ら
れ
る
先
生
の
眼
は
心
な
し
か

う
る
ん
で
お
り
ま
し
た
。

「
先
生
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。私
も
、

私
の
友
人
達
も
、
皆
、
先
生
の
こ
と
を
忘

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
お
礼
を
申
し

上
げ
よ
う
と
思
い
、
伺
っ
た
の
で
す
。」

「
あ
り
が
と
う
、
本
当
に
よ
く
お
訪
ね
下

さ
っ
た
。」先
生
は
心
か
ら
満
足
そ
う
に
言

わ
れ
る
と
、
私
の
頭
を
撫
で
な
が
ら
、「
嬉

し
い
、
感
謝
し
ま
す
。」こ
の
間
、
先
生
の

お
話
は
止
ま
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
。

　
お
話
が
途
切
れ
た
時
、
父
は「
せ
っ
か
く

参
り
ま
し
た
の
で
、
ご
一
緒
に
お
食
事
を

い
た
し
ま
せ
ん
か
」と
、
申
し
ま
し
た
。

　
先
生
は
た
だ「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と

う
」と
言
わ
れ
て
決
め
か
ね
る
よ
う
で
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、「
私
は
こ
の
よ
う
に
手
が

震
え
る
の
で
す
。
も
し
、
粗
相
が
あ
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
の
で
」、
こ
ん
な
思
い
で
、

気
が
ね
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、「
ど
う
か
ご
心
配
な
さ
ら
な
い

で
、
私
が
介
添
え
を
し
ま
す
か
ら･･･

」と
、

父
が
申
し
ま
し
た
。
そ
の
と
お
り
、
父
は

パ
ン
を
割
っ
て
あ
げ
、
肉
は
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
で
切
っ
て
、
先
生
が
食
べ
や
す

い
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
食
事
が
終
わ
る
と
帰
り
の
汽
車
の
時
刻

が
迫
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
が
先
生

の
手
を
と
り
駅
ま
で
案
内
を
し
ま
し
た
。

先
生
と
お
別
れ
の
時
が
来
ま
し
た
。
父
は

先
に
用
意
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
手
に

し
た
銀
の
柄
の
つ
い
た
杖
、
そ
れ
に
は
先

生
の
お
名
前
が
刻
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
先
生
の
杖
と
交
換
し
て
、「
先
生
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ

い
」と
言
っ
て
握
手
を
し
た
手
を
振
っ
て
、

先
生
と
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

引
用
文
献
　　
講
談
社
刊

　
修
養
文
芸
名
作
選

（
元
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師
　

岡
本
　次
男
）

シリーズ人権シリーズ人権

し
あ
わ
せ

老
教
師

（『
ク
オ
レ
』よ
り
）

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
老
人
の
前
に

立
ち
止
ま
る
と
、「
失
礼
で
す
が
ク
ロ
セ

テ
ィ
先
生
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
」

「
え
ェ
、
私
は
ク
ロ
セ
テ
ィ
で
す
が
、
あ
な

た
は
？
」

　
そ
れ
に
こ
た
え
て
父
は
、「
私
は
ア
ル
ベ

ル
ト
で
す
。
小
学
校
で
は
先
生
に
ず
っ
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

　
先
生
は
、
父
の
言
葉
に
、
し
ば
ら
く
考

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ハ
ッ
と
思
い
つ

か
れ
た
様
で
、「
お
う
、
ア
ル
ベ
ル
ト
君
、

思
い
出
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は
活
発
な
子
で
、

た
し
か
、
席
は
窓
際
の
前
か
ら
二
番
目
で

し
た
ね
。」父
が
微
笑
み
な
が
ら
う
な
ず
く

と
、「
ど
う
ぞ
、こ
ち
ら
に
お
い
で
下
さ
い
。」

と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ご
自
分
の
住
ま
い

に
案
内
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
達
が
示
さ
れ
た
ソ
フ
ァ
に
座
り
ま
す

と
、「
だ
ん
だ
ん
と
思
い
出
し
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は
会
社
の
技
師
を
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
お
母
さ
ん
は
優
し

く
っ
て
、
と
て
も
教
育
に
熱
心
な
お
方
で

し
た
。
そ
う
そ
う
、
あ
な
た
に
お
見
せ
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。」先
生
は
そ
う
言
わ

れ
て
、
そ
ば
の
書
棚
の
引
き
出
し
か
ら
紙

束
を
出
さ
れ
て
、
繰
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

一
枚
の
用
紙
を
抜
か
れ
て
父
の
前
に
置
か

■
み
ど
り
の
保
全
と
創
造

・
自
然
と
歴
史
の
道
事
業

○新
岩
橋
山
の
登
山
マ
ッ
プ
作
成

・
大
奈
ミ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
☝
葛
城
山
を
舞
台
と
し
た
催
し

・
か
な
ん
桜
ま
つ
り（
白
木
山
公
園
）

○新
白
木
山
公
園
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

　
置

・
公
園
に
年
次
的
に
時
計
を
設
置

■
環
境
保
全
・
美
化
の
推
進

・
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
開
催

■
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

　
対
す
る
補
助

■
美
し
く
魅
力
的
な
ま
ち
の
形
成

・
か
な
ん
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

■
良
好
な
住
環
境
の
整
備

○新
空
き
家
の
実
態
調
査

■
農
林
業
の
振
興

○新
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

　
し
に
向
け
た
基
礎
調
査

・
河
南
中
部
地
区
の
ほ
場
整
備
の
推
進

○新
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た

　
取
り
組
み

　
☝
野
菜
レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
施
設

　
　
の
新
設
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

　
　
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
道

　
　
の
駅
の
再
整
備
に
向
け
た
具
体

　
　
的
な
取
り
組
み
を
検
討

○新
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
６
次
産
業
化

　
事
業

　
☝
産
学
連
携
に
よ
る
地
域
産
品
の

　
　
研
究
開
発
に
補
助
金

○新
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

○新「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」の
公

　
開
番
組
収
録（
60
周
年
記
念
事
業
）

　
☝
４
月
24
日（
日
）に「
な
ん
で
も
鑑

　
　
定
団
」が
や
っ
て
き
ま
す
！ 

○新
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会（
60
周

　
年
記
念
事
業
）

○新
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
60
周
年

　
記
念
事
業
）

・
か
な
ん
フ
ェ
ス
の
開
催

　
今
後
と
も
、
本
町
を「
住
み
た
い
ま

ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と
皆
さ
ま

に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
民

の
皆
さ
ま
と
の
協
働
の
も
と
、
安
全
・

安
心
、
教
育
・
子
育
て
、
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
な
ど
の
諸
課
題
に
立
ち

向
か
い
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
な
ら
び
に

町
議
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
施
政
運
営
方
針
の
全

文
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
↓
町
長
の
部
屋（http://

w
w
w
.tow
n.kanan.osaka.jp/choch

onoheya/index.htm
l

）内
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
企
画
課
秘
書

企
画
係

ゆ
う
べ

あ

ま
ど  

ぎ
わ

ほ
ほ 

　
え

た
ど

く

か
ん

ま
　
ね

な

そ  

そ
う

か
い 

ぞ
え

「
快
適
な
生
活
基
盤
の

　
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
快
適
な
生
活
基
盤
の

　
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
美
し
い
水
と
み
ど
り
豊

か
な
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
美
し
い
水
と
み
ど
り
豊

か
な
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
そ
の
他
」

「
そ
の
他
」
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。」

　
お
住
ま
い
は
、
汽
車
で
一
時
間
ば
か
り

の
所
で
、
そ
の
日
、
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は
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を
同
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し
ま
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た
。
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車
の
中
で
、
父
は
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先
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の
思
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出
を
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て
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れ
ま
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た
。

「
私
が
い
た
ず
ら
を
し
て
も
、
先
生
は『
君

は
い
い
子
な
ん
だ
』と
言
っ
て
、
優
し
く
諭

さ
れ
た
。『
決
し
て
、
頭
か
ら
怒
っ
た
り
は

さ
れ
な
か
っ
た
。』と
。

　
汽
車
が
駅
に
つ
き
ま
し
た
。
駅
で
教
え

ら
れ
た
道
を
辿
っ
て
行
く
と
、
父
の
足
が

突
然
止
ま
り
ま
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た
。
向
こ
う
か
ら
一
人

の
老
人
が
杖
を
つ
い
て
や
っ
て
来
る
の
が

見
え
た
の
で
す
。

「
先
生
だ
ッ
」そ
う
言
っ
て
父
は
歩
み
を
速

■
快
適
な
道
路
の
整
備

○拡
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

　
☝
大
阪
南
部
高
速
道
路
事
業
化
促

　
　
進
協
議
会
の
活
動
、
国
道
３
０

　
　
９
号
の
整
備
促
進

○新
平
石
ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

　
☝
平
石
ト
ン
ネ
ル
の
詳
細
調
査
　

　
　
お
よ
び
補
修
設
計

■
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

・
か
な
ん
公
共
交
通
活
性
化
事
業

　
☝
循
環
バ
ス
・
山
手
路
線
の
実
証

　
　
運
行（
平
成
28
年
2
月
か
ら
1
年

　
　
間
）

○新
地
域
公
共
交
通
調
査
検
討
事
業

　
☝
ア
ン
ケ
ー
ト
や
乗
降
デ
ー
タ
な

　
　
ど
を
基
に
分
析
を
行
い
、
運
行

　
　
内
容
の
見
直
し
な
ど
を
検
討

■
安
定
し
た
水
の
供
給

・
上
水
道
施
設
の
改
良
事
業

　
☝
大
宝
高
区
配
水
池
の
改
修
、
緊

　
　
急
遮
断
弁
の
設
置

○新
会
計
統
合
事
業

　
☝
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
水

　
　
道
事
業
会
計
へ
ソ
フ
ト
統
合
す

　
　
る
調
査
・
移
行
業
務
を
実
施

■
下
水
道
の
整
備

・
汚
水
管
き
ょ
整
備
事
業

　
☝
中
・
馬
谷
・
芹
生
谷
地
区
の
公

　
　
共
下
水
道
整
備
を
推
進

・
下
水
道
長
寿
命
化
事
業

　
☝
大
宝
地
域
に
お
い
て
老
朽
汚
水

　
　
管
の
更
生
お
よ
び
布
設
替
え

○新
公
営
企
業
会
計
導
入
事
業

　
☝
経
営
基
盤
の
強
化
と
財
政
マ
ネ

　
　
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
る
た
め
、

　
　
公
営
企
業
会
計
制
度
の
導
入

■
交
通
安
全
対
策
の
充
実

・ 

Ｚ
ｏ
ｎ
ｅ
30
の
推
進

・
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
か
な
ん
事
業
の

　
推
進

れ
ま
し
た
。
父
は
そ
れ
を
取
り
上
げ「
先
生

は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
ま
で
、
保
管
し
て

下
さ
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。」

　
う
な
ず
か
れ
る
先
生
の
前
で
、
そ
の
用

紙
に
目
を
通
し
て
い
た
父
は
、
私
の
手
に

そ
れ
を
渡
し
て
、「
こ
れ
は
ね
、
お
父
さ
ん

の
作
文
な
ん
だ
。
お
母
さ
ん
が
、
字
の
誤

り
な
ど
直
さ
れ
て
先
生
に
お
渡
し
し
た
も

の
な
ん
だ
。
終
り
の
一
行
は
、
私
が
疲
れ

て
眠
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
お
母
さ
ん
が
私

の
字
を
真
似
て
書
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
ん

だ
。」そ
う
話
し
な
が
ら
、
父
は
ハ
ン
カ
チ

で
眼
を
ぬ
ぐ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
父
の
様
子
を
見
つ
め
て
お
ら
れ

た
先
生
は
、別
の
紙
束
を
広
げ
ら
れ
て
、「
こ

れ
は
、
生
徒
達
の
成
績
表
な
ん
で
す
。
こ

れ
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
あ
の
頃
の
子
ど

も
達
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
賢
い
子

も
い
た
ず
ら
っ
子
も
み
ん
な
可
愛
い
子
ど

も
達
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
中
に
は
亡
く

な
っ
た
子
も
い
る
の
で
す
。」

　
そ
う
語
ら
れ
る
先
生
の
眼
は
心
な
し
か

う
る
ん
で
お
り
ま
し
た
。

「
先
生
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。私
も
、

私
の
友
人
達
も
、
皆
、
先
生
の
こ
と
を
忘

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
お
礼
を
申
し

上
げ
よ
う
と
思
い
、
伺
っ
た
の
で
す
。」

「
あ
り
が
と
う
、
本
当
に
よ
く
お
訪
ね
下

さ
っ
た
。」先
生
は
心
か
ら
満
足
そ
う
に
言

わ
れ
る
と
、
私
の
頭
を
撫
で
な
が
ら
、「
嬉

し
い
、
感
謝
し
ま
す
。」こ
の
間
、
先
生
の

お
話
は
止
ま
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し
た
。

　
お
話
が
途
切
れ
た
時
、
父
は「
せ
っ
か
く

参
り
ま
し
た
の
で
、
ご
一
緒
に
お
食
事
を

い
た
し
ま
せ
ん
か
」と
、
申
し
ま
し
た
。

　
先
生
は
た
だ「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と

う
」と
言
わ
れ
て
決
め
か
ね
る
よ
う
で
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、「
私
は
こ
の
よ
う
に
手
が

震
え
る
の
で
す
。
も
し
、
粗
相
が
あ
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
の
で
」、
こ
ん
な
思
い
で
、

気
が
ね
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、「
ど
う
か
ご
心
配
な
さ
ら
な
い

で
、
私
が
介
添
え
を
し
ま
す
か
ら･･･

」と
、

父
が
申
し
ま
し
た
。
そ
の
と
お
り
、
父
は

パ
ン
を
割
っ
て
あ
げ
、
肉
は
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
で
切
っ
て
、
先
生
が
食
べ
や
す

い
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
食
事
が
終
わ
る
と
帰
り
の
汽
車
の
時
刻

が
迫
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
が
先
生

の
手
を
と
り
駅
ま
で
案
内
を
し
ま
し
た
。

先
生
と
お
別
れ
の
時
が
来
ま
し
た
。
父
は

先
に
用
意
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
手
に

し
た
銀
の
柄
の
つ
い
た
杖
、
そ
れ
に
は
先

生
の
お
名
前
が
刻
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
先
生
の
杖
と
交
換
し
て
、「
先
生
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ

い
」と
言
っ
て
握
手
を
し
た
手
を
振
っ
て
、

先
生
と
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

引
用
文
献
　　
講
談
社
刊

　
修
養
文
芸
名
作
選

（
元
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師
　

岡
本
　次
男
）

シリーズ人権シリーズ人権

し
あ
わ
せ

老
教
師

（『
ク
オ
レ
』よ
り
）

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
老
人
の
前
に

立
ち
止
ま
る
と
、「
失
礼
で
す
が
ク
ロ
セ

テ
ィ
先
生
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
」

「
え
ェ
、
私
は
ク
ロ
セ
テ
ィ
で
す
が
、
あ
な

た
は
？
」

　
そ
れ
に
こ
た
え
て
父
は
、「
私
は
ア
ル
ベ

ル
ト
で
す
。
小
学
校
で
は
先
生
に
ず
っ
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

　
先
生
は
、
父
の
言
葉
に
、
し
ば
ら
く
考

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ハ
ッ
と
思
い
つ

か
れ
た
様
で
、「
お
う
、
ア
ル
ベ
ル
ト
君
、

思
い
出
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は
活
発
な
子
で
、

た
し
か
、
席
は
窓
際
の
前
か
ら
二
番
目
で

し
た
ね
。」父
が
微
笑
み
な
が
ら
う
な
ず
く

と
、「
ど
う
ぞ
、こ
ち
ら
に
お
い
で
下
さ
い
。」

と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ご
自
分
の
住
ま
い

に
案
内
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
達
が
示
さ
れ
た
ソ
フ
ァ
に
座
り
ま
す

と
、「
だ
ん
だ
ん
と
思
い
出
し
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は
会
社
の
技
師
を
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
お
母
さ
ん
は
優
し

く
っ
て
、
と
て
も
教
育
に
熱
心
な
お
方
で

し
た
。
そ
う
そ
う
、
あ
な
た
に
お
見
せ
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。」先
生
は
そ
う
言
わ

れ
て
、
そ
ば
の
書
棚
の
引
き
出
し
か
ら
紙

束
を
出
さ
れ
て
、
繰
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

一
枚
の
用
紙
を
抜
か
れ
て
父
の
前
に
置
か

■
み
ど
り
の
保
全
と
創
造

・
自
然
と
歴
史
の
道
事
業

○新
岩
橋
山
の
登
山
マ
ッ
プ
作
成

・
大
奈
ミ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
☝
葛
城
山
を
舞
台
と
し
た
催
し

・
か
な
ん
桜
ま
つ
り（
白
木
山
公
園
）

○新
白
木
山
公
園
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

　
置

・
公
園
に
年
次
的
に
時
計
を
設
置

■
環
境
保
全
・
美
化
の
推
進

・
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
開
催

■
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

　
対
す
る
補
助

■
美
し
く
魅
力
的
な
ま
ち
の
形
成

・
か
な
ん
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

■
良
好
な
住
環
境
の
整
備

○新
空
き
家
の
実
態
調
査

■
農
林
業
の
振
興

○新
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

　
し
に
向
け
た
基
礎
調
査

・
河
南
中
部
地
区
の
ほ
場
整
備
の
推
進

○新
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た

　
取
り
組
み

　
☝
野
菜
レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
施
設

　
　
の
新
設
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

　
　
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
道

　
　
の
駅
の
再
整
備
に
向
け
た
具
体

　
　
的
な
取
り
組
み
を
検
討

○新
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
６
次
産
業
化

　
事
業

　
☝
産
学
連
携
に
よ
る
地
域
産
品
の

　
　
研
究
開
発
に
補
助
金

○新
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

○新「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」の
公

　
開
番
組
収
録（
60
周
年
記
念
事
業
）

　
☝
４
月
24
日（
日
）に「
な
ん
で
も
鑑

　
　
定
団
」が
や
っ
て
き
ま
す
！ 

○新
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会（
60
周

　
年
記
念
事
業
）

○新
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
60
周
年

　
記
念
事
業
）

・
か
な
ん
フ
ェ
ス
の
開
催

　
今
後
と
も
、
本
町
を「
住
み
た
い
ま

ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と
皆
さ
ま

に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
民

の
皆
さ
ま
と
の
協
働
の
も
と
、
安
全
・

安
心
、
教
育
・
子
育
て
、
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
な
ど
の
諸
課
題
に
立
ち

向
か
い
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
な
ら
び
に

町
議
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
施
政
運
営
方
針
の
全

文
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
↓
町
長
の
部
屋（http://

w
w
w
.tow
n.kanan.osaka.jp/choch

onoheya/index.htm
l

）内
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
企
画
課
秘
書

企
画
係

ゆ
う
べ

あ

ま
ど  

ぎ
わ

ほ
ほ 
　
え

た
ど

く

か
ん

ま
　
ね

な

そ  

そ
う

か
い 

ぞ
え

「
快
適
な
生
活
基
盤
の

　
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
快
適
な
生
活
基
盤
の

　
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
美
し
い
水
と
み
ど
り
豊

か
な
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
美
し
い
水
と
み
ど
り
豊

か
な
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
そ
の
他
」

「
そ
の
他
」
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町民税　　　
7億 9,975 万円
（14.7％）　　

その他
4億 5,100 万円
（8.2％）

町債
3億 6,550 万円
（6.7％）

府支出金
3億 3,582 万円
（6.2％）

国庫支出金　
4億 6,823 万円
（8.6％）　　

地方交付税
17億 7,000 万円
（32.4％）

固定資産税
5億 7,628 万円
（10.5％）

15億 774万円
（27.6％）

その他の町税
1億 3,171 万円（2.4％）

繰入金
2億 9,753 万円（5.5％）

諸収入 5,985 万円（1.1％）
寄付金 3,000 万円（0.5％）

使用料ほか
1億 7,327 万円（3.2％）

町
税依存

財源
62.1％

自主
財源
37.9％

民生費
17億 8,296 万円
（32.7％）

公債費
5億 6,735 万円
（10.4％）

土木費　
5億 4,761 万円
（10.0％）　

衛生費　
4億 9,657 万円
（9.1％）　

消防費　
3億 44万円（5.5％）　

議会費　
1億 1,008 万円（2.0％）　

農林水産業費　
8,830 万円（1.6％）　

商工会費ほか　
3,958 万円（0.7％）　

総務費
8億 9,171 万円
（16.4％）

教育費
6億 3,434
万円

（11.6％）

■会計別の当初予算

会　　　　計　　　　名 予　算　額
対前年度
増減率

一　　般　　会　　　計 54億 5,894万円 △ 0.4％

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 22億 8,364万円 △ 2.1％

後期高齢者医療特別会計 2億 2,954万円 △ 0.0％

介 護 保 険 特 別 会 計 15億  622万円 4.3％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 6億 7,883万円 13.6％

土 地 取 得 特 別 会 計 144万円 9.7％

簡易水道事業特別会計 1,180万円 10.7％

水道事業会計

収益的
収入 4億  368万円 △ 10.6％

支出 4億 4,605万円 △ 25.9％

資本的
収入 1億  797万円 10.2％

支出 3億 5,460万円 △ 27.7％

予　　算　　総　　額 109億 7,106万円 △ 2.0％

歳　入歳　出

一
般
会
計

歳
入

歳
出

●　　平成28年度主要事業　　●
一人ひとりが輝くまちづくり
三世代同居・近居支援事業
ジュニア防災検定事業
中学生海外学習事業
てくてくかなん出版事業
公民館・図書室移転事業
総合体育館改修事業　　

750万円
78万円
653万円
224万円
800万円
670万円

子どもたちの笑顔あふれるまちづくり
子ども医療助成事業
子育てセンター事業
子育て支援一時預かり事業
心理相談員配置、子ども療育相談事業
第２子以降保育料無償事業
認定こども園公私連携法人選定事業
石川保育園運営事業
母子保健事業

4,682万円
837万円
648万円
557万円

2,000万円
17万円

1億2,794万円
1,589万円

安全で安心して暮らせるまちづくり
防犯カメラ設置補助事業
障がい者自立支援給付等事業
保健事業（健康診査等）
かなん健康マイレージ事業
予防接種事業
保険料納付環境整備事業
河南分署改修事業
避難所標示板等設置事業　

495万円
2億3,724万円

3,202万円
153万円

3,571万円
347万円

4,600万円
700万円

快適な生活基盤の充実したまちづくり
かなん公共交通活性化事業
地域公共交通調査検討事業
町道整備事業
橋梁長寿命化事業
公共下水道整備事業
公営企業会計導入事業
施設改良事業（計装設備等更新事業）
施設改良事業（企業団委託事業）

2,576万円
679万円

4,880万円
1億2,426万円
2億2,993万円

700万円
7,560万円

1億2,652万円

美しい水とみどり豊かなにぎわいのあるまちづくり
かなんふるさと商品発見・発信事業
かなんガイドマップ発行事業
太陽光発電システム整備事業
土地改良整備調査事業
かなん桜まつり実施事業
観光ＰＲサイン設置事業
道の駅かなん再整備事業

2,256万円
90万円
210万円
630万円
115万円
500万円
250万円

その他
町制施行60周年記念式典開催事業
河南町のカナちゃん配信事業
町議会議員選挙事業

141万円
30万円
680万円

　
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
予
算
総
額
は
、
1
0
9
億
7
，
1
0
6
万
円

（
前
年
度
当
初
比
2.0
％
減
）で
す
。

　
一
般
会
計
は
54
億
5
，
8
9
4
万
円
で
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
6
特
別
会
計（
水

道
事
業
会
計
含
む
）は
55
億
1
，
2
1
2
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す（
表
参
照
）。

　
町
で
は
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
進
め

て
い
く
た
め
、
施
策
の
選
択
と
集
中
を
図
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
、
予
算
編
成

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
な
か
、
第
四
次
総
合
計
画
並
び
に
総
合
戦

略
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
、

人
口
減
少
を
食
い
止
め
、「
地
方
創
生
」の
実
現

を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
の
概
要
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

　
町
税
は
、
税
制
改
正
に
よ
る
軽
自
動
車
税
の

増
な
ど
に
よ
り
、
15
億
7
7
4
万
円（
前
年
度
当

初
比
0.6
％
増
）、
地
方
交
付
税
は
、
17
億
7
，

0
0
0
万
円（
前
年
度
同
額
）を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
繰
入
金
は
、
財
源
不
足
を
補
う

た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に

よ
り
、
2
億
9
，
7
5
3
万
円
、
町
債
は
、
3

億
6
，
5
5
0
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
は
、
17
億
8
，
2
9
6
万
円（
前
年

度
当
初
比
0.3
％
減
）で
、
第
２
子
以
降
の
保
育

料
無
償
化
を
行
う
な
ど
、
出
生
率
の
回
復
を
目

指
し
、
子
育
て
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
8
億
9
，
1
7
1
万
円（
同

2.4
％
増
）で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し

た
地
域
の
活
性
化
、
三
世
代
の
同
居
・
近
居
の

支
援
な
ど
地
方
創
生
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
教
育
費
は
6
億
3
，
4
3
4
万

円（
同
8.0
％
減
）土
木
費
5
億
4
，
7
6
1
万
円

（
同
1.9
％
減
）、
衛
生
費
4
億
9
，
6
5
7
万
円

（
同
0.9
％
減
）、
消
防
費
3
億
44
万
円（
同

22.
2
％
増
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
人
事
財
政
課
財
政
係

総額　109億　　7,106万円　総額　109億　　7,106万円　
一般会計　 　54億5,894万円一般会計　 　54億5,894万円

予
算

平
成
28
年
度

自主財源・・・町税や使用料など、町が自主的に徴収・収納することが
　　　　　　　できる財源をいいます。
依存財源・・・国や府の関与を受ける財源をいいます。

※「使用料ほか」の内訳
　分担金および負担金　    　　315 万円
　使用料および手数料　　　13,522 万円
　財産収入　　　　　　　　　　490 万円
　繰越金　　　　　　　　     3,000 万円

※「その他」の内訳
　地方譲与税　　　　　　　　4,600 万円
　利子割交付金　　　　　　 　600 万円
　配当割交付金　　　　　 　2,000 万円
　株式等譲渡所得割交付金　  1,100 万円
　地方消費税交付金　    　　　　　 3 億円
　ゴルフ場利用税交付金　      4,200 万円
　自動車取得税交付金　　      1,300 万円
　地方特例交付金　　　　　    1,100 万円
　交通安全対策特別交付金      200 万円
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町民税　　　
7億 9,975 万円
（14.7％）　　

その他
4億 5,100 万円
（8.2％）

町債
3億 6,550 万円
（6.7％）

府支出金
3億 3,582 万円
（6.2％）

国庫支出金　
4億 6,823 万円
（8.6％）　　

地方交付税
17億 7,000 万円
（32.4％）

固定資産税
5億 7,628 万円
（10.5％）

15億 774万円
（27.6％）

その他の町税
1億 3,171 万円（2.4％）

繰入金
2億 9,753 万円（5.5％）

諸収入 5,985 万円（1.1％）
寄付金 3,000 万円（0.5％）

使用料ほか
1億 7,327 万円（3.2％）

町
税依存

財源
62.1％

自主
財源
37.9％

民生費
17億 8,296 万円
（32.7％）

公債費
5億 6,735 万円
（10.4％）

土木費　
5億 4,761 万円
（10.0％）　

衛生費　
4億 9,657 万円
（9.1％）　

消防費　
3億 44万円（5.5％）　

議会費　
1億 1,008 万円（2.0％）　

農林水産業費　
8,830 万円（1.6％）　

商工会費ほか　
3,958 万円（0.7％）　

総務費
8億 9,171 万円
（16.4％）

教育費
6億 3,434
万円

（11.6％）

■会計別の当初予算

会　　　　計　　　　名 予　算　額
対前年度
増減率

一　　般　　会　　　計 54億 5,894万円 △ 0.4％

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 22億 8,364万円 △ 2.1％

後期高齢者医療特別会計 2億 2,954万円 △ 0.0％

介 護 保 険 特 別 会 計 15億  622万円 4.3％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 6億 7,883万円 13.6％

土 地 取 得 特 別 会 計 144万円 9.7％

簡易水道事業特別会計 1,180万円 10.7％

水道事業会計

収益的
収入 4億  368万円 △ 10.6％

支出 4億 4,605万円 △ 25.9％

資本的
収入 1億  797万円 10.2％

支出 3億 5,460万円 △ 27.7％

予　　算　　総　　額 109億 7,106万円 △ 2.0％

歳　入歳　出

一
般
会
計

歳
入

歳
出

●　　平成28年度主要事業　　●
一人ひとりが輝くまちづくり
三世代同居・近居支援事業
ジュニア防災検定事業
中学生海外学習事業
てくてくかなん出版事業
公民館・図書室移転事業
総合体育館改修事業　　

750万円
78万円
653万円
224万円
800万円
670万円

子どもたちの笑顔あふれるまちづくり
子ども医療助成事業
子育てセンター事業
子育て支援一時預かり事業
心理相談員配置、子ども療育相談事業
第２子以降保育料無償事業
認定こども園公私連携法人選定事業
石川保育園運営事業
母子保健事業

4,682万円
837万円
648万円
557万円

2,000万円
17万円

1億2,794万円
1,589万円

安全で安心して暮らせるまちづくり
防犯カメラ設置補助事業
障がい者自立支援給付等事業
保健事業（健康診査等）
かなん健康マイレージ事業
予防接種事業
保険料納付環境整備事業
河南分署改修事業
避難所標示板等設置事業　

495万円
2億3,724万円

3,202万円
153万円

3,571万円
347万円

4,600万円
700万円

快適な生活基盤の充実したまちづくり
かなん公共交通活性化事業
地域公共交通調査検討事業
町道整備事業
橋梁長寿命化事業
公共下水道整備事業
公営企業会計導入事業
施設改良事業（計装設備等更新事業）
施設改良事業（企業団委託事業）

2,576万円
679万円

4,880万円
1億2,426万円
2億2,993万円

700万円
7,560万円

1億2,652万円

美しい水とみどり豊かなにぎわいのあるまちづくり
かなんふるさと商品発見・発信事業
かなんガイドマップ発行事業
太陽光発電システム整備事業
土地改良整備調査事業
かなん桜まつり実施事業
観光ＰＲサイン設置事業
道の駅かなん再整備事業

2,256万円
90万円
210万円
630万円
115万円
500万円
250万円

その他
町制施行60周年記念式典開催事業
河南町のカナちゃん配信事業
町議会議員選挙事業

141万円
30万円
680万円

　
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
予
算
総
額
は
、
1
0
9
億
7
，
1
0
6
万
円

（
前
年
度
当
初
比
2.0
％
減
）で
す
。

　
一
般
会
計
は
54
億
5
，
8
9
4
万
円
で
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
6
特
別
会
計（
水

道
事
業
会
計
含
む
）は
55
億
1
，
2
1
2
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す（
表
参
照
）。

　
町
で
は
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
進
め

て
い
く
た
め
、
施
策
の
選
択
と
集
中
を
図
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
、
予
算
編
成

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
な
か
、
第
四
次
総
合
計
画
並
び
に
総
合
戦

略
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
、

人
口
減
少
を
食
い
止
め
、「
地
方
創
生
」の
実
現

を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
の
概
要
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

　
町
税
は
、
税
制
改
正
に
よ
る
軽
自
動
車
税
の

増
な
ど
に
よ
り
、
15
億
7
7
4
万
円（
前
年
度
当

初
比
0.6
％
増
）、
地
方
交
付
税
は
、
17
億
7
，

0
0
0
万
円（
前
年
度
同
額
）を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
繰
入
金
は
、
財
源
不
足
を
補
う

た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に

よ
り
、
2
億
9
，
7
5
3
万
円
、
町
債
は
、
3

億
6
，
5
5
0
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
は
、
17
億
8
，
2
9
6
万
円（
前
年

度
当
初
比
0.3
％
減
）で
、
第
２
子
以
降
の
保
育

料
無
償
化
を
行
う
な
ど
、
出
生
率
の
回
復
を
目

指
し
、
子
育
て
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
8
億
9
，
1
7
1
万
円（
同

2.4
％
増
）で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し

た
地
域
の
活
性
化
、
三
世
代
の
同
居
・
近
居
の

支
援
な
ど
地
方
創
生
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
教
育
費
は
6
億
3
，
4
3
4
万

円（
同
8.0
％
減
）土
木
費
5
億
4
，
7
6
1
万
円

（
同
1.9
％
減
）、
衛
生
費
4
億
9
，
6
5
7
万
円

（
同
0.9
％
減
）、
消
防
費
3
億
44
万
円（
同

22.
2
％
増
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
人
事
財
政
課
財
政
係

総額　109億　　7,106万円　総額　109億　　7,106万円　
一般会計　 　54億5,894万円一般会計　 　54億5,894万円

予
算

平
成
28
年
度

自主財源・・・町税や使用料など、町が自主的に徴収・収納することが
　　　　　　　できる財源をいいます。
依存財源・・・国や府の関与を受ける財源をいいます。

※「使用料ほか」の内訳
　分担金および負担金　    　　315 万円
　使用料および手数料　　　13,522 万円
　財産収入　　　　　　　　　　490 万円
　繰越金　　　　　　　　     3,000 万円

※「その他」の内訳
　地方譲与税　　　　　　　　4,600 万円
　利子割交付金　　　　　　 　600 万円
　配当割交付金　　　　　 　2,000 万円
　株式等譲渡所得割交付金　  1,100 万円
　地方消費税交付金　    　　　　　 3 億円
　ゴルフ場利用税交付金　      4,200 万円
　自動車取得税交付金　　      1,300 万円
　地方特例交付金　　　　　    1,100 万円
　交通安全対策特別交付金      200 万円
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河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン（
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）

河
南
町
ま
ち
づ
く
り
戦
略（
総
合
戦
略
）

    

　
　
　
　
　 で
暮
ら
そ
う

　
　子
ど
も
の
び
の
び

　
　
　み
ん
な
い
き
い
き

　
河
南
町
ま
ち
づ
く
り
戦
略
は
、「
住
み
た
い
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」実
現
の
た
め
、平
成
27
年
度

か
ら
31
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
す

も
の
で
す
。

　
河
南
町
は
、都
会
の
良
さ
と
田
舎
の
良
さ
を
合

わ
せ
も
つ
こ
と
か
ら
、両
方
の
良
さ
を
活
か
し
、次

ペ
ー
ジ
の
図
の
と
お
り
、町
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
を

「
ト
カ
イ
ナ
カ
ナ
ン
で
暮
ら
そ
う

〜
子
ど
も
の
び
の
び
　み
ん
な
い
き
い
き
〜
」

と
し
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
行
って
き
た
独
自
の
取
り
組
み
や
良

さ
を
伸
ば
す
。」「
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
。」「
河
南
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
。」と
い
う
観

点
か
ら

①
子
育
て
支
援
の
充
実

②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

③
人
々
の
つ
な
が
り
を
活
か
す
安
全・安
心
の

　
ま
ち
づ
く
り

④
都
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

⑤
イ
ナ
カ
の
強
み
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

⑥
河
南
町
の
魅
力
を
発
信

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
立
ち
、

(1)「
子
ど
も
　
の
び
の
び
」か
な
ん

(2)「
元
気
　
も
り
も
り
」か
な
ん

(3)「
笑
顔
　
い
き
い
き
」か
な
ん

(4)「
都
会
　
き
ら
き
ら
」か
な
ん

(5)「
田
舎
　
わ
く
わ
く
」か
な
ん

(6)「
ど
き
ど
き
　
発
信
」か
な
ん

と
６
つ
の
施
策
体
系
を
導
き
ま
し
た
。

ト
カ
イ
ナ
カ
ナ
ン

　町
で
は
国
の
地
方
創
生
を
受
け
、河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
＝
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

お
よ
び
河
南
町
ま
ち
づ
く
り
戦
略
＝
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
河
南
町
の
取
り
組
み

■
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

■
総
合
戦
略

　
町
で
は
地
方
創
生
に
向
け
、若
手
職
員
を
中
心

と
し
た
プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
で
、将
来
の
人
口
の
あ

り
方
や
そ
の
た
め
の
戦
略
を
立
案
い
た
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
を
も
と
に
、産
業
、教
育
機
関
、金
融
機

関
、住
民
の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る「
河
南
町
総

合
戦
略
推
進
会
議
」で
議
論
い
た
だ
き
、こ
の
３
月

に「
河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョン
」と「
河
南
町
ま

ち
づ
く
り
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョン
は
、町
の
人
口
の

現
状
を
踏
ま
え
、人
口
推
計（
国
立
社
会
保
障・人

口
問
題
研
究
所
人
口
推
計
）な
ど
を
基
に
、人
口

　
施
策
体
系
ご
と
の
施
策
の
柱
、主
た
る
取
り
組

み
は
下
表
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。

　
子
育
て
環
境
が
充
実
す
る
施
策
や
地
域
を
活

性
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、「
住
み
た
い
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、平
成
72（
２
０
６
０
）年

に
１
７
，０
０
０
人
を
人
口
の
将
来
展
望（
目
標
）と

定
め
ま
し
た
。

　
町
の
人
口
の
現
状
は
、平
成
22
年
国
勢
調
査
で

初
め
て
減
少
に
転
じ
１
７
，０
４
０
人
で
し
た
。そ

の
後
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、若
者
を
中
心
と
し

た
転
出
超
過
な
ど
か
ら
人
口
の
減
少
傾
向
が
続

く
状
態
と
な
って
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
は
、高
齢
者
が
増
え
、

若
い
世
代
が
減
る
、高
齢
化
に
伴
う
地
域
活
動
の

担
い
手
が
減
少
す
る
、消
費
支
出
が
減
少
す
る
、

町
民
税
な
ど
の
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
って
活
気
あ
る
河
南
町
を
持
続
す

る
た
め
に
、次
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
沿
って
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
取
り
組
み
の
方
向
性
》

　住
み
た
い
ま
ち
、住
み
続
け
た
い
ま
ち
を目

指
し
て

◆
子
育
て
・
教
育
な
ど
の
総
合
的
な
支
援
の
充

　
実
に
よ
り
、
若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
河
南

　
町
を
つ
く
り
、出
生
数
の
増
加
を
目
指
す
。 

◆
す
べ
て
の
人
の
生
活
の
場
を
整
え
、人
口
の
流
出

　
を
抑
制
す
る
。 

◆
暮
ら
し
や
す
さ
、
環
境
、
仕
事
な
ど
の
地
域
魅

　
力
を
発
信
し
、
活
発
な
地
域
間
・
世
代
間
交

　
流
や
I
・
J
・
U
タ
ー
ン
を
促
す
。

■
河
南
町
の
将
来
イ
メ
ー
ジ

《総合戦略の全体像》

《人口の将来展望》 平成72(2060)年に　17,000人

    

　
　
　
　
　 で
暮
ら
そ
う

　
　子
ど
も
の
び
の
び

　
　
　み
ん
な
い
き
い
き

▽
問
い
合
わ
せ
　
総
合
戦
略
担
当

河南町ひとづくりビジョン（人口ビジョン）

平成72（2060）年に17,000人 平成72（2060）年の　　　　
　　　　　　まちのビジョン

河南町まちづくり戦略（総合戦略）

○子育て・教育などの総合的な支援の
　充実により、若い世代が魅力を感じ
　る河南町をつくり、出生数の増加を
　目指す。
○すべての人の生活の場を整え、人口
　の流出を抑制する。
○暮らしやすさ、環境、仕事等の地域魅
　力を発信し、活発な地域間・世代間
　交流や I・J・Uターンを促す。

○笑顔の子どもがいるまち
○多世代が暮らす健康長寿のまち
○農・商・工業などが盛んで活力ある
　まち
○安全・安心のまち
○高速道路と駅がある快適なまち
○自然、文化を発信する観光のまち

ト　カ　イ

カ　ナ　ン で暮らそう

～子どものびのび　みんないきいき～

ナ

施策体系 施策の柱 主たる取り組み

（１）
「子ども のびのび」

かなん

①「子育て環境　１ばん」のまちづくり
　●安心して子どもを産み育てることができるよう、河南町に 
　　おける保育・教育環境の質的・量的充実に努めます。

1　子育て支援の充実
2　教育環境の充実
3　いじめの解消率 100％など、子どもを支　　
　　える取り組み

②安心して結婚・出産ができる環境の整備
　●結婚や出産を希望する若者を応援します。

1　若者の婚姻を応援する取り組み
2　出産を応援する取り組み

（２）
「元気 もりもり」

かなん

①地域資源を活用した特色あるまちの魅力づくり
　●大阪芸術大学、道の駅かなん、近つ飛鳥博物館や農業環境　 
　　などの地域資源を活用し、特産品の開発や町の魅力づくり 
　　を促進します。

1　大阪芸術大学との連携強化
2　観光文化拠点を中心とした河南町の魅力づ
くり

3　地域の特色発信に向けた産品づくり
②産官学などとの連携による持続可能なまちの元気づくり
　●働く場づくりや地域経済の活性化を促進するため、産官学　 
　　などの関係機関と連携を深めます。

1　働く場づくりの促進

（３）
「笑顔 いきいき」

かなん

①人々がつながり、多様な世代が交流・活躍できる地域づくり
　●多様な世代が活躍できるよう、働く場・生きがいづくりに 
　　取り組むとともに、まちづくりの主役である住民が輝ける 
　　協働のまちづくりを進めます。
　●若者や子育て世代をはじめとする多様な世代の移住および 
　　多世代同居を促進します。

1　すべての人が輝ける働く場、集う場づくり
2　Ｉ・J・Uターンなどの移住促進
3　協働のまちづくりの推進

②住み続けたいと思える安全・安心・安住のまちづくり
　●住んでいてよかった・住み続けたいと思える「防災・防犯 
　　No. １」のまちをめざします。
　●保健・医療が充実し、安心して暮らせるまちづくりを進めます。

1　防災・減災などの取組強化
2　保健・医療の充実

（４）
「都会 きらきら」

かなん

①大都市近郊の利便性と快適な都市整備基盤を備えたまちづくり
　●大都市近郊としての利便性を最大限に活かすため、快適な　 
　　　道路などのインフラ整備や地域公共交通の充実を図ります。

1　交通網整備に向けた長期的取り組み
2　都市的利便性の充実

②効率的・機能的なまちづくりの推進
　●公共施設などの有効なストック活用を図ります。
　●マイナンバー制度が創設され、今後、一層進展することが予想される情 
　　　報化社会に対応するため、行政情報システムの効率化を図ります。

1　公共施設再編整備基本計画案の着実な　 
　　執行
2　情報化の推進による利便性の向上

（５）
「田舎 わくわく」

かなん

①自然の豊かさを実感し、訪れてよかった・住んでみたいと思えるまちづくり
　●訪れた人々の心を和ませる美しい自然を守りつつ、地域資源として積　　　 
　　　極的に活用します。
　●優れた環境を活かし、農業体験や農産物を通じた観光の魅力づくりを 
　　　促進します。

1　桜の景観、自然を活かしたまちづくり
2　歴史ツアー、観光ルートの充実
3　自然を活かした魅力創出の促進
4　農の魅力を活かした交流促進

②美しい景観を維持する自然調和型まちづくり
　● 　　　 
　　　持するため、自然環境に配慮したまちづくりを推進します。

1　地域魅力の創出に向けた景観整備
2　美しいまちと資源循環型社会の形成

（６）
「どきどき 発信」

かなん

①河南町の魅力を絶えず発信し、世界とつながるまちづくり
　●多様なメディアを活用し、積極的にシティセールスに取り組みます。
　●道の駅かなんやSNSなどを通じて地域間・世代間交流を促進します。
　●観光などのジャンルで、広域的な連携のもと地域の魅力づくり・魅力　 
　　　発信に努めます。

1　民間のノウハウを活用した広報広聴の充実
2　「河南町のカナちゃん」を活用した親し　 
　　みやすい河南町のイメージ戦略
3　シティセールスや施策のPRの推進
4　魅力創出・発信による交流促進
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河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン（
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）

河
南
町
ま
ち
づ
く
り
戦
略（
総
合
戦
略
）

    

　
　
　
　
　 で
暮
ら
そ
う

　
　子
ど
も
の
び
の
び

　
　
　み
ん
な
い
き
い
き

　
河
南
町
ま
ち
づ
く
り
戦
略
は
、「
住
み
た
い
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」実
現
の
た
め
、平
成
27
年
度

か
ら
31
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
す

も
の
で
す
。

　
河
南
町
は
、都
会
の
良
さ
と
田
舎
の
良
さ
を
合

わ
せ
も
つ
こ
と
か
ら
、両
方
の
良
さ
を
活
か
し
、次

ペ
ー
ジ
の
図
の
と
お
り
、町
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
を

「
ト
カ
イ
ナ
カ
ナ
ン
で
暮
ら
そ
う

〜
子
ど
も
の
び
の
び
　み
ん
な
い
き
い
き
〜
」

と
し
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
行
って
き
た
独
自
の
取
り
組
み
や
良

さ
を
伸
ば
す
。」「
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
。」「
河
南
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
。」と
い
う
観

点
か
ら

①
子
育
て
支
援
の
充
実

②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

③
人
々
の
つ
な
が
り
を
活
か
す
安
全・安
心
の

　
ま
ち
づ
く
り

④
都
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

⑤
イ
ナ
カ
の
強
み
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

⑥
河
南
町
の
魅
力
を
発
信

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
立
ち
、

(1)「
子
ど
も
　
の
び
の
び
」か
な
ん

(2)「
元
気
　
も
り
も
り
」か
な
ん

(3)「
笑
顔
　
い
き
い
き
」か
な
ん

(4)「
都
会
　
き
ら
き
ら
」か
な
ん

(5)「
田
舎
　
わ
く
わ
く
」か
な
ん

(6)「
ど
き
ど
き
　
発
信
」か
な
ん

と
６
つ
の
施
策
体
系
を
導
き
ま
し
た
。

ト
カ
イ
ナ
カ
ナ
ン

　町
で
は
国
の
地
方
創
生
を
受
け
、河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
＝
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

お
よ
び
河
南
町
ま
ち
づ
く
り
戦
略
＝
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
河
南
町
の
取
り
組
み

■
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

■
総
合
戦
略

　
町
で
は
地
方
創
生
に
向
け
、若
手
職
員
を
中
心

と
し
た
プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
で
、将
来
の
人
口
の
あ

り
方
や
そ
の
た
め
の
戦
略
を
立
案
い
た
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
を
も
と
に
、産
業
、教
育
機
関
、金
融
機

関
、住
民
の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る「
河
南
町
総

合
戦
略
推
進
会
議
」で
議
論
い
た
だ
き
、こ
の
３
月

に「
河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョン
」と「
河
南
町
ま

ち
づ
く
り
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
河
南
町
ひ
と
づ
く
り
ビ
ジ
ョン
は
、町
の
人
口
の

現
状
を
踏
ま
え
、人
口
推
計（
国
立
社
会
保
障・人

口
問
題
研
究
所
人
口
推
計
）な
ど
を
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に
、人
口

　
施
策
体
系
ご
と
の
施
策
の
柱
、主
た
る
取
り
組

み
は
下
表
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。

　
子
育
て
環
境
が
充
実
す
る
施
策
や
地
域
を
活

性
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、「
住
み
た
い
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、平
成
72（
２
０
６
０
）年

に
１
７
，０
０
０
人
を
人
口
の
将
来
展
望（
目
標
）と

定
め
ま
し
た
。

　
町
の
人
口
の
現
状
は
、平
成
22
年
国
勢
調
査
で

初
め
て
減
少
に
転
じ
１
７
，０
４
０
人
で
し
た
。そ

の
後
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、若
者
を
中
心
と
し

た
転
出
超
過
な
ど
か
ら
人
口
の
減
少
傾
向
が
続

く
状
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と
な
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ま
す
。

　
人
口
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少
に
よ
る
影
響
は
、高
齢
者
が
増
え
、

若
い
世
代
が
減
る
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化
に
伴
う
地
域
活
動
の

担
い
手
が
減
少
す
る
、消
費
支
出
が
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少
す
る
、

町
民
税
な
ど
の
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
将
来
に
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活
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あ
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河
南
町
を
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続
す

る
た
め
に
、次
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
沿
って
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
取
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み
の
方
向
性
》

　住
み
た
い
ま
ち
、住
み
続
け
た
い
ま
ち
を目

指
し
て

◆
子
育
て
・
教
育
な
ど
の
総
合
的
な
支
援
の
充

　
実
に
よ
り
、
若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
河
南

　
町
を
つ
く
り
、出
生
数
の
増
加
を
目
指
す
。 

◆
す
べ
て
の
人
の
生
活
の
場
を
整
え
、人
口
の
流
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抑
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す
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◆
暮
ら
し
や
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さ
、
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、
仕
事
な
ど
の
地
域
魅

　
力
を
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、
活
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間
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や
I
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ン
を
促
す
。

■
河
南
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の
将
来
イ
メ
ー
ジ

《総合戦略の全体像》

《人口の将来展望》 平成72(2060)年に　17,000人

    

　
　
　
　
　 で
暮
ら
そ
う

　
　子
ど
も
の
び
の
び

　
　
　み
ん
な
い
き
い
き

▽
問
い
合
わ
せ
　
総
合
戦
略
担
当

河南町ひとづくりビジョン（人口ビジョン）

平成72（2060）年に17,000人 平成72（2060）年の　　　　
　　　　　　まちのビジョン

河南町まちづくり戦略（総合戦略）

○子育て・教育などの総合的な支援の
　充実により、若い世代が魅力を感じ
　る河南町をつくり、出生数の増加を
　目指す。
○すべての人の生活の場を整え、人口
　の流出を抑制する。
○暮らしやすさ、環境、仕事等の地域魅
　力を発信し、活発な地域間・世代間
　交流や I・J・Uターンを促す。

○笑顔の子どもがいるまち
○多世代が暮らす健康長寿のまち
○農・商・工業などが盛んで活力ある
　まち
○安全・安心のまち
○高速道路と駅がある快適なまち
○自然、文化を発信する観光のまち

ト　カ　イ

カ　ナ　ン で暮らそう

～子どものびのび　みんないきいき～

ナ

施策体系 施策の柱 主たる取り組み

（１）
「子ども のびのび」

かなん

①「子育て環境　１ばん」のまちづくり
　●安心して子どもを産み育てることができるよう、河南町に 
　　おける保育・教育環境の質的・量的充実に努めます。

1　子育て支援の充実
2　教育環境の充実
3　いじめの解消率 100％など、子どもを支　　
　　える取り組み

②安心して結婚・出産ができる環境の整備
　●結婚や出産を希望する若者を応援します。

1　若者の婚姻を応援する取り組み
2　出産を応援する取り組み

（２）
「元気 もりもり」

かなん

①地域資源を活用した特色あるまちの魅力づくり
　●大阪芸術大学、道の駅かなん、近つ飛鳥博物館や農業環境　 
　　などの地域資源を活用し、特産品の開発や町の魅力づくり 
　　を促進します。

1　大阪芸術大学との連携強化
2　観光文化拠点を中心とした河南町の魅力づ
くり

3　地域の特色発信に向けた産品づくり
②産官学などとの連携による持続可能なまちの元気づくり
　●働く場づくりや地域経済の活性化を促進するため、産官学　 
　　などの関係機関と連携を深めます。

1　働く場づくりの促進

（３）
「笑顔 いきいき」

かなん

①人々がつながり、多様な世代が交流・活躍できる地域づくり
　●多様な世代が活躍できるよう、働く場・生きがいづくりに 
　　取り組むとともに、まちづくりの主役である住民が輝ける 
　　協働のまちづくりを進めます。
　●若者や子育て世代をはじめとする多様な世代の移住および 
　　多世代同居を促進します。

1　すべての人が輝ける働く場、集う場づくり
2　Ｉ・J・Uターンなどの移住促進
3　協働のまちづくりの推進

②住み続けたいと思える安全・安心・安住のまちづくり
　●住んでいてよかった・住み続けたいと思える「防災・防犯 
　　No. １」のまちをめざします。
　●保健・医療が充実し、安心して暮らせるまちづくりを進めます。

1　防災・減災などの取組強化
2　保健・医療の充実

（４）
「都会 きらきら」

かなん

①大都市近郊の利便性と快適な都市整備基盤を備えたまちづくり
　●大都市近郊としての利便性を最大限に活かすため、快適な　 
　　　道路などのインフラ整備や地域公共交通の充実を図ります。

1　交通網整備に向けた長期的取り組み
2　都市的利便性の充実

②効率的・機能的なまちづくりの推進
　●公共施設などの有効なストック活用を図ります。
　●マイナンバー制度が創設され、今後、一層進展することが予想される情 
　　　報化社会に対応するため、行政情報システムの効率化を図ります。

1　公共施設再編整備基本計画案の着実な　 
　　執行
2　情報化の推進による利便性の向上

（５）
「田舎 わくわく」

かなん

①自然の豊かさを実感し、訪れてよかった・住んでみたいと思えるまちづくり
　●訪れた人々の心を和ませる美しい自然を守りつつ、地域資源として積　　　 
　　　極的に活用します。
　●優れた環境を活かし、農業体験や農産物を通じた観光の魅力づくりを 
　　　促進します。

1　桜の景観、自然を活かしたまちづくり
2　歴史ツアー、観光ルートの充実
3　自然を活かした魅力創出の促進
4　農の魅力を活かした交流促進

②美しい景観を維持する自然調和型まちづくり
　● 　　　 
　　　持するため、自然環境に配慮したまちづくりを推進します。

1　地域魅力の創出に向けた景観整備
2　美しいまちと資源循環型社会の形成

（６）
「どきどき 発信」

かなん

①河南町の魅力を絶えず発信し、世界とつながるまちづくり
　●多様なメディアを活用し、積極的にシティセールスに取り組みます。
　●道の駅かなんやSNSなどを通じて地域間・世代間交流を促進します。
　●観光などのジャンルで、広域的な連携のもと地域の魅力づくり・魅力　 
　　　発信に努めます。

1　民間のノウハウを活用した広報広聴の充実
2　「河南町のカナちゃん」を活用した親し　 
　　みやすい河南町のイメージ戦略
3　シティセールスや施策のPRの推進
4　魅力創出・発信による交流促進
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国立社会保障・人口問題研究所推計
自然増
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河内弁クイズ河内弁クイズ河内弁クイズ河内弁クイズ河内弁クイズ

「もってきた」の意味と使い方として正しいものは？

①意　味「もっと北の方向」　
　使い方「昨日行ったところは、もってきたや！」

②意　味「戻ってきた」
　使い方「今行ったと思ったらもう、もってきたんかいな！」

③意　味「もらった」　
　使い方「これ誕生日プレゼントにもってきたんやで！」

▷応募方法　クイズの答え、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、広報に関する意見や好きな
ページがあれば書き添えて応募してください。
▷宛先　ハガキ：〒585-8585（住所不要）河南町役場
秘書企画課　河内弁クイズ係
　FAX ： （93）4691 
　Ｅメール ： kouhou@town.kanan.osaka.jp

▷応募期限　４月15日（当日消印有効）
▷３月号の広報クイズの正解　①「つるす」
▷当選者　抽選の結果、次の二人に図書カードをお
送りします(応募総数14通)。〔敬称略〕
辻元まりこ（寬弘寺）、藤木将博（大宝一丁目）

～500円分の図書カードが当たる！～
　普段使っている言葉からちょっと珍しい言葉ま
で、さまざまな問題が登場します。正解者の中から
2人に500円分の図書カードを贈ります。
　さあ、家族みんなで相談しあって河内弁クイズ
に挑戦し、河内弁マスターになりましょう！

今月の河内弁

　バウンドテニスは、年齢に関係なく誰にでも楽しめるよ
うテニスを小型化した屋内スポーツで、高齢の人も楽しん
でプレーしています。また、大阪府選手権大会や日本選手
権大会に挑戦することもできます。
　スポーツに少しでも興味のある人、何か運動したいと思っ
ている人は一度体験してみませんか。未経験者歓迎！　
　参加を希望する人は事前に連絡してください。
▷日時　４月24日(日)　午前10時～午後３時の間で都合
の良い時間（１時間程度）
▷場所　ぷくぷくドーム
▷対象　中学生以上
▷参加費　無料
▷持ち物　運動のできる服装、運動靴（上履き）、タオル、
飲み物
※活動中のケガなどの責任は連盟では負えませんので、ご
了承ください。
▷申込・問い合わせ　バウンドテニス連盟　玉井 宅　
☎（93）8040または、ぷくぷくドーム　☎（93）8866

▷日程　７月、８月、３月を除く毎月第４木曜日（９月は第
５木曜日）。４月大会は４月28日(木)。
※NHK総合テレビ午前７時55分頃の天気予報で大阪府の
午前の降水確率が50％以上の場合は中止。
▷時間　午前９時受付開始
▷場所　町立グラウンド・ゴルフ場
▷定員　48人（先着順）
▷参加費　200円／１人（使用料など）
▷申込方法　開催日８日前の午後5時までに、ぷくぷくドー
ムへ申し込んでください。

《２月大会結果》
優勝　石垣富夫さん、準優勝　藤本幸男さん、
第３位　田畑稔さん
▷申込・問い合わせ　ぷくぷくドーム

電話（93）8866、FAX（93）8833

　２月２日から北部・南部循環バスと山手路線（タクシー車
両）を運行しています。買い物や通院、役場、かなんぴあな
ど町内の移動に大変便利です。
　運行ルートや時刻表などは、町ホームページまたは利用
ガイドをご覧ください。
▷２月の利用者数

▷問い合わせ　総務課総務係

QRコードを携帯電話のカ
メラ機能で撮影するとE
メールアドレスが読み取れ
て、すぐにメールが送れる
よ！
皆さんの応募
をお待ちして
います♪

河南町のカナちゃん

スマートフォンのApp Store
またはPlayストアでダウン
ロードできます！

Photo
Gallery
Photo
Gallery

写っている人に写真を差し上げます。希望者は秘書企画課に連絡してください。 ※印の写真は、差し上げられません。

僕の夢 マイ・ドリーム
和田　翔祭くん

（中村小学校６年）

毎
月
第
１
水
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
、
中
央
公
民
館

工
作
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

か
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ん
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会

か
な
ん
句
会
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。

　光回線サービスの卸売が開始され、消費者にとって契
約先の選択肢が増えました。
　一方で、「契約に必要な手続きをした覚えがないのに、
他の事業者への乗り換えが完了していた」、「安くなると
言われて契約したのに、知らないオプションを契約させ
られて以前より料金が高くなった」などの相談事例が寄
せられています。

・ＮＴＴ東西から光回線サービスの卸売を受けた事業
者との契約は、ＮＴＴ東西との契約ではなく、新た
な契約であることを理解しましょう。

・現在の契約内容を確認しましょう。
・契約先の事業者名やサービス名など光卸の契約内容
を確認しましょう。

・現在の契約内容と光卸の契約内容を比較検討しま
しょう。

光回線サービスの卸売に関する

▷問い合わせ　環境・まちづくり推進課

勧誘トラブルにご注意を！

ワンポイントアドバイス

町体育協会バウンドテニス連盟
町民オープンデー開催！

ご利用ください！
地域公共交通

町体育協会主催
グラウンド・ゴルフ
月例大会　参加者募集

（人）

北部循
環バス

南部循環バス 山手
路線

合計
Ａ Ｂ 日曜

949 535 377 105 53 67 1,551
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河内弁クイズ河内弁クイズ河内弁クイズ河内弁クイズ河内弁クイズ

「もってきた」の意味と使い方として正しいものは？

①意　味「もっと北の方向」　
　使い方「昨日行ったところは、もってきたや！」

②意　味「戻ってきた」
　使い方「今行ったと思ったらもう、もってきたんかいな！」

③意　味「もらった」　
　使い方「これ誕生日プレゼントにもってきたんやで！」

▷応募方法　クイズの答え、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、広報に関する意見や好きな
ページがあれば書き添えて応募してください。
▷宛先　ハガキ：〒585-8585（住所不要）河南町役場
秘書企画課　河内弁クイズ係
　FAX ： （93）4691 
　Ｅメール ： kouhou@town.kanan.osaka.jp

▷応募期限　４月15日（当日消印有効）
▷３月号の広報クイズの正解　①「つるす」
▷当選者　抽選の結果、次の二人に図書カードをお
送りします(応募総数14通)。〔敬称略〕
辻元まりこ（寬弘寺）、藤木将博（大宝一丁目）

～500円分の図書カードが当たる！～
　普段使っている言葉からちょっと珍しい言葉ま
で、さまざまな問題が登場します。正解者の中から
2人に500円分の図書カードを贈ります。
　さあ、家族みんなで相談しあって河内弁クイズ
に挑戦し、河内弁マスターになりましょう！

今月の河内弁

　バウンドテニスは、年齢に関係なく誰にでも楽しめるよ
うテニスを小型化した屋内スポーツで、高齢の人も楽しん
でプレーしています。また、大阪府選手権大会や日本選手
権大会に挑戦することもできます。
　スポーツに少しでも興味のある人、何か運動したいと思っ
ている人は一度体験してみませんか。未経験者歓迎！　
　参加を希望する人は事前に連絡してください。
▷日時　４月24日(日)　午前10時～午後３時の間で都合
の良い時間（１時間程度）
▷場所　ぷくぷくドーム
▷対象　中学生以上
▷参加費　無料
▷持ち物　運動のできる服装、運動靴（上履き）、タオル、
飲み物
※活動中のケガなどの責任は連盟では負えませんので、ご
了承ください。
▷申込・問い合わせ　バウンドテニス連盟　玉井 宅　
☎（93）8040または、ぷくぷくドーム　☎（93）8866

▷日程　７月、８月、３月を除く毎月第４木曜日（９月は第
５木曜日）。４月大会は４月28日(木)。
※NHK総合テレビ午前７時55分頃の天気予報で大阪府の
午前の降水確率が50％以上の場合は中止。
▷時間　午前９時受付開始
▷場所　町立グラウンド・ゴルフ場
▷定員　48人（先着順）
▷参加費　200円／１人（使用料など）
▷申込方法　開催日８日前の午後5時までに、ぷくぷくドー
ムへ申し込んでください。

《２月大会結果》
優勝　石垣富夫さん、準優勝　藤本幸男さん、
第３位　田畑稔さん
▷申込・問い合わせ　ぷくぷくドーム

電話（93）8866、FAX（93）8833

　２月２日から北部・南部循環バスと山手路線（タクシー車
両）を運行しています。買い物や通院、役場、かなんぴあな
ど町内の移動に大変便利です。
　運行ルートや時刻表などは、町ホームページまたは利用
ガイドをご覧ください。
▷２月の利用者数

▷問い合わせ　総務課総務係

QRコードを携帯電話のカ
メラ機能で撮影するとE
メールアドレスが読み取れ
て、すぐにメールが送れる
よ！
皆さんの応募
をお待ちして
います♪

河南町のカナちゃん

スマートフォンのApp Store
またはPlayストアでダウン
ロードできます！

Photo
Gallery
Photo
Gallery

写っている人に写真を差し上げます。希望者は秘書企画課に連絡してください。 ※印の写真は、差し上げられません。

僕の夢 マイ・ドリーム
和田　翔祭くん

（中村小学校６年）

毎
月
第
１
水
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
、
中
央
公
民
館

工
作
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

か
な
ん
句
会

か
な
ん
句
会

　
バ
シ
ッ
。

「
決
ま
っ
た
〜
」

大
歓
声
の
中
、
ピ
ッ
チ
を
か
け
回
る

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
の
が
ぼ
く
の
夢

だ
。
ぼ
く
が
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
テ
レ
ビ
で
試

合
を
見
て
選
手
の
気
迫
、
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
楽
し
そ
う
に

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
彼
ら
を
見
て
、
ぼ
く

も
あ
の
ピ
ッ
チ
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
。

　
ま
ず
Ｊ
リ
ー
グ
で
、
ど
ん
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
も
活
躍
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
選

手
に
な
り
、
い
つ
か
は
海
外
で
も
活
躍

で
き
る
選
手
に
な
り
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
体
力
を
つ
け
た
り
、

ど
ん
な
時
も
あ
き
ら
め
な
い
精
神
力
、

う
ま
く
な
り
た
い
と
思
う
向
上
心
を
つ

け
て
い
き
た
い
。
今
は
向
上
心
し
か
な

い
か
ら
、
す
べ
て
の
力
を
つ
け
て
サ
ッ

カ
ー
選
手
の
プ
ロ
に
な
っ
て
Ｊ
リ
ー
グ

で
優
勝
し
た
い
。
そ
し
て
プ
ロ
に
な
っ

て
世
界
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
い
。

　光回線サービスの卸売が開始され、消費者にとって契
約先の選択肢が増えました。
　一方で、「契約に必要な手続きをした覚えがないのに、
他の事業者への乗り換えが完了していた」、「安くなると
言われて契約したのに、知らないオプションを契約させ
られて以前より料金が高くなった」などの相談事例が寄
せられています。

・ＮＴＴ東西から光回線サービスの卸売を受けた事業
者との契約は、ＮＴＴ東西との契約ではなく、新た
な契約であることを理解しましょう。

・現在の契約内容を確認しましょう。
・契約先の事業者名やサービス名など光卸の契約内容
を確認しましょう。

・現在の契約内容と光卸の契約内容を比較検討しま
しょう。

光回線サービスの卸売に関する

▷問い合わせ　環境・まちづくり推進課

勧誘トラブルにご注意を！

ワンポイントアドバイス

町体育協会バウンドテニス連盟
町民オープンデー開催！

ご利用ください！
地域公共交通

町体育協会主催
グラウンド・ゴルフ
月例大会　参加者募集

（人）

北部循
環バス

南部循環バス 山手
路線

合計
Ａ Ｂ 日曜

949 535 377 105 53 67 1,551
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